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帯
同
・
録
音
あ
た
り
前
の
認
識
確
実
に
向
上

　

総
選
挙
が
終

わ
り
自
公
連
立

政
権
は
「
信
任

を
得
た
」
と
声

高
に
主
張
す
る
が
、
民
意
を

正
確
に
反
映
で
き
て
い
る
の

か
。

　

投
票
率
は
56
％
程
度
、
一

票
の
格
差
も
２
倍
を
超
え

る
。
死
票
の
多
い
小
選
挙
区

中
心
の
選
挙
制
度
は
、
民
意

以
上
に
大
政
党
が
勝
つ
。
多

様
性
を
認
め
る
社
会
を
目
指

す
と
言
い
な
が
ら
、
少
数
の

意
見
が
国
政
に
反
映
さ
れ
な

い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

元
衆
議
院
議
長
の
河
野
洋

平
氏
は
、
元
社
会
党
党
首
の

土
井
た
か
子
氏
の
お
別
れ
の

会
で
、「
政
治
劣
化
の
一
つ

の
原
因
は
小
選
挙
区
制
に
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
き

な
間
違
い
を
し
た
」
と
謝
罪

し
た
と
い
う
。

　

党
是
と
し
て
改
憲
を
掲
げ

る
自
民
党
だ
け
で
な
く
、
国

民
民
主
党
と
日
本
維
新
の
会

も
憲
法
改
正
論
議
を
本
格
的

に
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

絶
対
得
票
率
（
全
有
権
者

の
う
ち
あ
る
政
党
の
小
選
挙

区
候
補
に
投
じ
た
票
数
の
割

合
）
か
ら
み
れ
ば
歪
め
ら
れ

た
民
意
に
よ
っ
て
、
重
大
な

国
の
在
り
方
が
左
右
さ
れ
る

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
事

に
危
機
感
を
覚
え
る
。

 

（
Ｎ
）

厚労省 令和３年度感染対策継続支援金（８万円）

府の旧老人医療助成の復活求める

福祉医療実行委

個別指導

１万票を突破した「保険で
良い歯科」署名　　　　　

医療助成拡充を申し入れ

会員、患者の声を国会へ
「医師・歯科医師」署名に切実な訴え「保険で良い」署名１万筆超

弁
護
士
帯
同
の
経
験
を
交
流

要
望
書
の
紹
介
議
員
を

要
請
す
る
実
行
委
の
メ

ン
バ
ー
＝
11
月
５
日
、

府
庁　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
２
年
度

診
療
報
酬
改
定

署
名
用
紙
は
協
会
へ

　

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、
協
会
が
会
員

に
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
「
医
療
提
供
体
制
を
立
て
直

す
た
め
に
診
療
報
酬
の
大
幅
プ
ラ
ス
改
定
等
を
求
め
る
医

師
・
歯
科
医
師
署
名
」
の
取
り
組
み
が
大
詰
め
を
迎
え
て

い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
４
０
１
筆
９
・
６
％
の
到
達
だ

（
11
月
19
日
時
点
）。
一
言
欄
に
は
「
コ
ロ
ナ
で
経
営
が

非
常
に
不
安
で
す
。
感
染
者
数
が
減
少
し
た
と
た
ん
加
点

を
な
し
に
す
る
の
は
許
せ
な
い
。
何
カ
月
も
減
収
な
の

に
。
８
万
程
度
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
」
な
ど
と
署

名
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
並
行
し
て
取
り
組
む

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願
署
名
」
は
１
万

筆
を
超
え
た
。
両
署
名
は
12
月
に
国
会
へ
届
け
る
。

・
歯
科
協
会
の
顧
問
弁
護
士

・
西
晃
氏
が
「
帯
同
の
現
場

か
ら
の
問
題
提
起
」
と
題
し

▽
弁
護
士
帯
同
・
録
音
の
現

状
▽
個
別
指
導
の
法
的
性
質

と
カ
ル
テ
の
取
扱
い
▽
指

導
、
指
導
後
に
求
め
ら
れ
る

「
自
主
点
検
」「
自
主
返

還
」
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い

て
「
自
主
点
検
」「
自
主
返

還
」
の
押
し
付
け
の
問
題
―

―
な
ど
に
つ
い
て
基
調
報
告

し
た
。

　

西
氏
は
、
弁
護
士
帯
同
の

現
状
に
つ
い
て
、
録
音
を
含

め
指
導
現
場
に
お
け
る
認
知

が
確
実
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る

と
報
告
し
、
保
険
医
運
動
と

し
て
の
帯
同
弁
護
活
動
の
意

義
を
確
認
し
た
。

ま
た
、

「
指
導
と
監
査
の
機
関
の
分

離
や
苦
情
申
立
手
続
の
確

立
」
が
必
要
で
あ
る
と
呼
び

掛
け
た
。

　

そ
の
他
、
▽
兵
庫
協
会
顧

問
弁
護
士
・
小
牧
英
夫
氏
か

ら
、
同
協
会
が
19
年
に
ま
と

め
た
指
導
に
関
す
る
提
言
を

も
と
に
「
『
指
導
』
問
題
を

考
え
る
基
本
的
な
視
点
」
、

▽
京
都
協
会
顧
問
弁
護
士
・

松
尾
美
幸
氏
か
ら
「
弁
護
士

会
に
お
け
る
行
政
指
導
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

―
―
報
告
さ
れ
、
こ
れ
ら
を

受
け
て
の
質
疑
、
意
見
交
流

を
行
っ
た
。

　

交
流
会
は
厚
生
局
管
内
の

保
険
医
協
会
が
主
催
し
、
近

畿
各
協
会
の
弁
護
士
、
役

員
、
事
務
局
員
が
参
加
し

た
。
大
阪
歯
科
か
ら
は
、
同

医
科
・
歯
科
協
会
の
顧
問
弁

護
士
の
西
晃
氏
と
帯
同
弁
護

士
２
人
、
平
尾
清
司
社
保
研

究
部
部
長
ら
担
当
役
員
２

人
、事
務
局
員
が
参
加
し
た
。

集
団
的
個
別
指
導
の
通
知

が
届
き
始
め
て
い
ま
す

　

近
畿
厚
生
局
が
実
施
す
る

集
団
的
個
別
指
導
の
通
知

が
、
対
象
の
歯
科
医
師
に
送

付
さ
れ
た
。
本
年
度
の
指
導

は
「
資
料
配
布
の
み
」
で
、

出
席
を
要
す
る
講
習
は
実
施

さ
れ
な
い
。
通
知
や
資
料
を

受
け
取
っ
た
先
生
は
、
資
料

を
も
と
に
保
険
診
療
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

制
度
廃
止
に
よ
る
生
活
へ
の

影
響
調
査
▽
窓
口
負
担
の
無

料
化
な
ど
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
―
な
ど
を
求
め
る
。

人
医
療
費
助
成
制
度
の
復
活

を
訴
え
た
。

　

請
願
書
で
は
▽
旧
老
人
医

療
費
助
成
制
度
の
復
活
と
同

　

協
会
や
難
病
患
者
団
体
な

ど
で
つ
く
る
「
福
祉
医
療
の

拡
充
を
求
め
る
大
阪
実
行
委

員
会
」
は
５
日
、
旧
老
人
医

療
費
が
今
年
３
月
末
で
経
過

措
置
が
終
了
し
た
こ
と
を
受

け
、
同
制
度
の
復
活
な
ど
を

府
議
会
全
会
派
に
要
請
し

た
。
同
委
員
会
は
９
月
定
例

会
に
団
体
請
願
の
提
出
を
予

定
し
て
い
る
。

　

要
請
で
は
、
同
委
員
会
と

難
病
患
者
団
体
な
ど
で
つ
く

る
大
阪
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｏ
Ｄ
Ｆ
）
が
共
同
で
実
施

し
た
同
制
度
の
利
用
者
を
対

の
矯
正
に
も
助
成
が
ほ
し

い
」「
家
族
の
歯
科
代
の
年

間
負
担
が
大
き
い
」
「
年
齢

を
経
る
毎
に
歯
の
治
療
が
多

く
な
っ
て
き
て
治
療
費
が
か

さ
み
ま
す
。
少
し
で
も
安
い

治
療
を
望
み
ま
す
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

記
載
済
み
の
署
名
用
紙
を

お
持
ち
の
先
生
は
、
協
会
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

保
険
で
良
い
歯
科
署
名

は
、
窓
口
負
担
の
引
き
下
げ

や
保
険
範
囲
の
拡
大
を
求
め

て
い
る
。
先
の
第
２
０
４
通

常
国
会
で
は
、
子
ど
も
の
歯

科
矯
正
へ
の
保
険
適
用
の
拡

充
に
関
す
る
請
願
が
、
全
会

一
致
で
初
め
て
採
択
さ
れ
る

な
ど
、
保
険
範
囲
拡
大
を
求

め
る
世
論
が
広
が
っ
て
い

る
。
一
言
欄
に
は
「
子
ど
も

【
医
師
・
歯
科
医
師
署
名
に
寄
せ
ら
れ
た
声
（
抜
粋
）】

・ 

特
に
歯
科
の
基
本
診
療
行
為
の
引
き
上
げ
を
お
願
い
し
ま
す

（
西
区
）

・ 

新
規
開
業
時
期
と
今
回
の
コ
ロ
ナ
時
期
が
重
な
り
、
予
想
し
て

い
た
患
者
数
を
見
込
め
な
い
日
も
あ
る
上
、
感
染
防
止
対
策
は

よ
り
一
層
強
化
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
よ
り
充
実
し
た
改
定

を
望
み
ま
す
（
堺
市
）

・ 

需
要
の
高
い
補
綴
物
（
歯
科
修
復
、
有
床
義
歯
）
の
点
数
改
定

を
望
み
ま
す
。
保
険
用
金
属
の
仕
入
れ
だ
け
で
も
金
額
的
に
か

な
り
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
代
替
材
料
の
承
認
を
求

め
ま
す
（
東
大
阪
市
）

・ 
コ
ロ
ナ
で
何
カ
月
も
減
収
な
の
に
８
万
程
度
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
。

【
保
険
で
良
い
歯
科
請
願
署
名
】

・ 

み
ん
な
が
歯
科
検
診
を
気
軽
に
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
嬉

し
い
で
す
。

・
75
歳
よ
り
上
の
人
は
１
割
負
担
で
い
い
。

・ 

孫
が
矯
正
を
受
け
て
い
ま
す
。
半
額
で
も
公
費
負
担
が
あ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

医
師
・

歯
科
医
師
署
名

は
、
▽
基
本
診
療
料
（
初
・

再
診
料
、
入
院
基
本
料
な

ど
）
と
算
定
頻
度
の
高
い
診

療
行
為
を
中
心
に
、
診
療
報

酬
の
10
％
以
上
引
き
上
げ
▽

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
関
す
る

診
療
報
酬
（
医
科
・
歯
科
・

入
院
の
感
染
症
対
策
実
施
加

算
、
乳
幼
児
感
染
予
防
策
加

算
）
の
評
価
を
引
き
上
げ
、

基
本
診
療
料
に
包
括
・
恒
久

化
し
、
改
定
に
盛
り
込
む
▽

患
者
窓
口
負
担
の
軽
減
―
―

を
求
め
て
い
る
。

象
と
し
た
影
響
調
査

の
結
果
を
示
し
、
制

度
廃
止
前
は
月
３
千

円
だ
っ
た
医
療
費
が

１
万
円
か
ら
１
万
５

千
円
（
最
頻
値
）
に

跳
ね
上
が
っ
て
い
る

実
態
を
伝
え
、
旧
老

　

個
別
指
導
・
監
査
に
お
け

る
帯
同
弁
護
士
の
経
験
を
交

流
し
、
今
後
の
対
策
に
活
か

そ
う
と
「
保
険
医
運
動
と
し

て
の
指
導
に
お
け
る
弁
護
士

帯
同
の
役
割
」
を
テ
ー
マ

に
、
個
別
指
導
・
監
査
に
関

す
る
帯
同
弁
護
士
・
協
会
担

当
役
員
・
事
務
局
交
流
会
が

10
月
30
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
併
用
し
開
か

れ
た
。

　

交
流
に
先
立
ち
大
阪
医
科

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内

　新型コロナ感染防止対策の継
続支援金（８万円）の申し込み
方法が原則電子申請に限られて
いることを受け、協会に問い合
わせが相次いでいます。厚労省
コールセンターでは対応しても
らえないケースも出ており、協
会・保団連は再三にわたって同
省に紙申請用紙の提供を求めて
います。
　協会では申請の個別相談に応
じていますので、電子申請が困

難な方は同省コールセンターに
問い合わせた上で協会にご連絡
ください。
　継続支援金の申請は11月１
日～2022年１月末まで。制度
の詳細は厚労省HP（QRコー
ド）参照。問い合わせは、同省
コールセンター（TEL0120-
336-933、平日９：30～18：
00）、 協会事務局（TEL06-
6568-7731、 平日９：00～
17：00）。

電
子
申
請
が
困
難

な
方
は
協
会
ま
で

個別指導の帯同経験について意見交換する参加者ら
＝10月31日、Ｍ＆Ｄホール　　　　　　　　　　 　


